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研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：情報学・感性情報学、ソフトコンピューティング 

キーワード：顔認知、画像認識、画像生成、高次印象、3次元モーフィングモデル 

 

１．研究計画の概要 

人による顔認知メカニズムを解明するため

には、視覚によって受容される顔のパターン

情報と顔から認知される感性情報との因果

関係を定量的に明らかにする必要がある。本

研究では、３次元形状という顔の静的特性に

加えて、姿勢や表情の変化、観察時の視線の

動き等の動的特性を含めた顔の物理的要因

が魅力や品性等の高次視覚印象の心理量に

与える影響をモデル化することを目指す。 

 

２．研究の進捗状況 

(1) 顔視覚像の高次元ベクトル表現の自動

抽出に関しては、車のボディ形状を 3次元計

測して得られる膨大な数の測定点に一定の

対応関係を自動的に付与するために開発し

た手法が、姿勢や表情の変動要因に関して一

定の制約を与えた場合には、顔という対象に

おいても有効に機能することを確認した。 

(2) 姿勢・視線・表情などによって生じる顔

視覚像の動的な変化と高次視覚印象の関係

の定式化という課題に関しては、まず 60 名

分の３次元顔データベースから顔の個人差

を表す３次元モーフィングモデルを求めた。

個々の物理的パラメータの違いに対応する

高次視覚印象をＳＤ法にもとづく主観評定

実験によって予め定量化しておき、先行研究

で提案した印象変換ベクトル法による印象

変換の有効性を新規の３次元顔において確

認した。表情表出や発声発話にともなう顔の

３次元形状の動的な変形のモデル化という

次のステップに向けて、種々の表情表出時の

顔の３次元形状を計測した３次元顔表情デ

ータベースにより表情変化を表現するモー

フィングモデルを構築し、新規顔に対する表

情生成実験によって、同モーフィングモデル

の妥当性を確認した。 

(3) 顔視覚像の全体情報と部分情報が高次

視覚印象に与える影響を分析するために、リ

アルタイム視線検出装置を導入した。そして、

これを用いて観察者の印象評定時の視線を

計測した結果から、顔の印象判断を行ってい

る時の注視点の停留位置は顔の意図的学習

を行っている場合とどのように異なるかを

明らかにする予備実験を実施した。 

(4) 顔視覚像に対する高次視覚印象の効率

的な測定法に関しては、３次元顔モデルに対

する印象変換操作の有効性を検証する方法

として、新たに Thurston の一対比較法を導

入し、ＳＤ法にもとづく従来法と比べて、よ

り効率的な高次視覚印象の定量化が実現で

きることを確認した。 

 

３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

前述の４つの研究課題のうちで (3)を除く

３つについては、速報性を重視する観点から
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先ず査読のある国際会議で最新の研究成果

を英語による論文として発表した。その後、

これらをまとめた英語論文が採録となった。

一方、課題(3)についても興味深い実験結果

が得られていたので、現時点では採否が未定

であるが、国際会議での発表に向けて論文を

投稿済みである。これらの点から、課題ごと

の進捗の度合には若干の凹凸はあるものの、

全体として着実な進展が得られているもの

と判断している。 

 

４．今後の研究の推進方策 

進捗状況の項目で挙げた研究課題のうち、

特に(2)(3)に注力して新たな研究を開始す

る計画である。(2)に関しては、顔面動作の

計測に開発されたモーションキャプチャー

を導入し、多数の新規人物について、多種の

表情の表出や発声発話にともなう顔３次元

形状の動的変動データを収集し、顔表情に係

わるモーフィングモデルの表現能力を飛躍

的に向上させ、表情顔から認知される高次視

覚印象との関係を記述するモデルの精緻化

をはかる。また(3)に関しては、印象変換操

作にもとづいて生成された 3次元顔モデルの

高次視覚印象を評定する過程での観察者の

注視点位置を計測することにより、顔の高次

印象判断に特定の部分情報が寄与する度合

についての分析を行う。 

 
５. 代表的な研究成果 
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